
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

わ ら べ Ｈ３１、４、１１ 

富岡保育園 

ご入園･進級 

おめでとうございます！ 

 

             ４月 １日（月）平成３１年度スタート 

             ４月 ４日（木）清水直子先生歌唱指導 

４月 ６日(土)入園・進級式・保護者の会総会 

４月９・１６日（火）渡辺まどか先生リトミック 

４月１１日（木）沖吉けい子先生童謡教室 

４月１３日（土）親子歓迎遠足 富岡ビジターセンター  

４月１６日(火)苓北町戦没者合同追悼式 

                        年長さんが合唱で出演します。 

               ４月１７日(水)岡田先生運動遊び（年少・年中・年長児） 

               ４月２３・２４日 小関康之先生随意運動プログラム（全クラス） 

               ５月１２日（日）はなまつり 

５月２２日(水)富岡高齢者大学とのふれあい交流会 

               ５月２５日（土）パパママクッキング(未満児保護者の方対象) 

※17 日(水)に運動遊びがありますので、１６日に、以上児さんは体操服を持たせてください。 

※２３・２４日は、うさぎ組以上は体操服を持たせてください。 

 

春になって、お花がいっぱい咲きそろう４月８日は、お釈迦様がお生まれになった日です。その、お

釈迦様のお誕生日をお祝いする日を"花まつり"といいます。 

お釈迦様は、今から２５００年前にインドの釈迦国の王子としてお生まれになりました。本当の名前

は、ゴータマシッタルダと言います。王子様だからお城の中で、豊かに暮らしていました。でも、お城

の外では、多くの人が貧しい思いをして苦しんでいることに気が付かれました。そして、もっと多くの

人が幸せになる方法を見つけたいと考えるようになりました。そこで、国を出て、６年もの間、厳しい

修行をされました。６年経った日の夜明け、菩提樹という大きな木の下で、みんなが幸せになるための

正しい教えを見つけることができました。仏さま、それを弟子たちに伝え、弟子たちがその教えを沢山

の文章に書いて残しました。その教えが「仏教」で、書き残されたものが「お経」です。 

 仏教は、日本だけでなく世界中で勉強されています。いつも穏やかで優しくなる方法や、正しく生き

るための方法を、仏教は教えてくれます。人が正しく生きるために大切なことは２５００年前から変わ

らない。だから今も仏様の教えは大切にされています。 

             「おしえてほとけさま」より 

 富岡保育園では、花祭りを５月１２日（日）に開催しお釈迦様のお誕生をお祝いします。ご家族おそ

ろいでご参加ください。詳しい日程などについては後日お知らせいたします。 

   

はなまつりとは・・・ 

スイミングスクール 
4 月は、下記の日程です。 

年長ー ４月１９日、２６日 

年中ー ４月１６日、２３日 

※忘れ物をしないように準備してください。 

 スイミングの持ち物などについては、別紙

にてお知らせしております。 

童謡教室 
毎月第３木曜日は、童謡歌手の沖吉けい子先生の童謡

教室があります。年少・年中・年長さんに指導してくだ

さいます。小さいクラスは、お部屋のスピーカーからの

参加です。小さいときから本物の美しい歌声を聴けるの

はとても幸せなことです。 

月 1回 清水直子先生の歌唱指導もあります。 

月２回、渡辺まどか先生の、リトミック・音楽指導があ

ります。 

  

みなさん、ご入園、ご進級、おめでとうございます！さあ新しい年長さん、年中さん、年少さんの誕

生です。 

 皆さんは、保育園楽しいですか？新しい年長・年中・年少の皆さんも、それからうさぎ組さん、リス

組さんの小さいお友達も、保育園で先生やお友達といっぱい遊んでください。 

 さて、保護者の皆様、お子様のご入園、ご進級おめでとうございます。 

 いつも申し上げることですが、富岡保育園では、子どもたちの心を育てることを一番大事にしていま

す。どんな心を育てるか、子どもは本来、見たい知りたいやりたいの好奇心の塊です。その子どもが生

まれながらに持っている自発性とか意欲と言われる心を大事に育てたいと思っているのです。 

 意欲的な子どもを育てるには、どの年齢が大事か、私たちの５０年近い実践からはっきり言えるのは、

０歳・１歳が一番大事だということです。物言えぬ子の心を読み取りながら、どんなに０歳・１歳児ク

ラスの先生方は、保育に工夫を凝らしているか計り知れません。3 つ子の魂と言われる年月の殆どがひよ

こ、りす組で経過してしまいます。ウサギ組になった時にはすでに、3歳までの時間はわずかしか残され

てはいません。 

 ここで保護者の皆様にお願いがあります。決して子どもの機嫌を取るような教育はなさらないでくだ

さい。ご機嫌取りばかりされて育ったお子さまを普通の道に戻すことは、私たちには不可能です。どん

なお子さまも、自分の親が一番好きなのです。その親が許してくれることを、他人の保育士がどれだけ

言っても、聞き入れてはくれません。子どもを躾けるのに怒る必要はありません。「駄目なことはダメ」

と、しっかりその理由を言い聞かせて下さればいいのです。子どもが１回で納得しないでごねてもぐず

っても、声はかけずに見守っていて下さい。そのうち子どもは必ず自分の力で立ち上がってくれます。

その時しっかり誉めてあげるのです。この接し方は「首が座ったら始まる」と思って下さい。 

 そして絵本だけは、必ず読んであげてください。おじいちゃん・おばあちゃん、お父さん・お母さん

の膝に抱かれて絵本を読んで貰う時間は、子どもにとっては至福のひとときだと思います。絵本を読ん

でもらうことと、後は色んな体験を経験することが、例えば海や山で遊んだり、キイチゴを摘んで食べ

たり、けん玉したり、ままごとしたり、友達と喧嘩したり、そんな様々な具体的な経験を重ねていくこ

とが、幼児教育の中では大切なことだと考えています。 

 先日の卒園式の年中さん、年長さんの姿は、ホントに立派でした。来賓でご出席頂いた富小の松田校

長先生も、「今度の 1年生も歌が上手で、しっかりしたいい子ばかりですね」と、ほめてくださいました。

嬉しかったです。 

来年も、胸を張って小学校に送れる子どもたちを育てるために、職員一同助け合っていきたいと存じ

ております。でも職員だけではこの目標は達成できません。保護者の会の皆様のご協力がなければとて

も無理なことです。今年も園と家庭が力を合わせて、たくましく生きる力を持った子どもたちを育てて

いきましょう。  

                   2019.4.6.        園長 和氣孝友 

   

 ３１年度がスタートして、１週間が経ちました。 

 土曜日の入園式・進級式には、お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございました。すでに１日

から新年度はスタートしていましたが、進級式という一年の節目を、ご家族の方と一緒に迎えるという事

は、子どもたちにとっても晴れの日になるのだと感じました。また、子ども達の姿を見ると、例年になく

落ち着いていたと思いました。今週土曜日には、年に一度の親子遠足もあります。子ども同士、保護者の

方々と交流できる良い機会になればと考えています。今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

 下記の文章は、園長が進級式であいさつしたものです。お休みされていた方もいらしたので、ご紹介い

たします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 何でもしてもらっていた 0 歳児から、自立心が芽生えて「自分で」といろんなことをやってみたい

1 歳児さん、お部屋が変わりちょっと戸惑う様子も見られましたが、すぐにロッカーに入ったり、ピ

アノのペダルに座ってみたり、新しいおもちゃを引っ張りだしたりと探索活動を開始していました。

また言葉も真似してかわいい声が聞かれます。子どもたちの良いお手本になれるよう、ゆっくり優し

い声掛けを心がけていきたいです。また子どもたちの「自分で」の気持ちに寄り添い、遊びや生活の

中で「できた！」という経験が重ねられるよう援助し共に喜び会えるよう、一生懸命、目をかけ、手

をかけ、心をこめて接していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

                           坂西孝子、古瀬朋子 
 

 ご進級、おめでとうございます。以上児クラスに進級し、これまでとは違って縦割りクラスでの生

活となりました。年少になる事を楽しみにしていた子ども達。心配していた初日も泣く子はおらず、玄

関から自分で鞄を持ち、リュックサックを背負って嬉しそうに登園して笑顔で過ごすことができホッと

一安心した所です。子ども達にとってはあこがれのお弁当持参。登園してくるなり「先生！お弁当持っ

てきたよ！」と嬉しそうに教えてくれました。 

登園後も、ホールにでて体を動かしたり、何よりも年長さん達が夢中になっている跳び箱に興味津々

で、見よう見まねで走って行って飛び乗ったり、跳び箱の上からジャンプしたり。 

 縦割りクラスになったことで、お兄さん・お姉さんと一緒に過ごす時間が増えます。一緒に遊んでも

らったり、一人で出来ないことを手伝ってもらったり、年上の人から優しくしてもらったり、助けても

らった経験は、これから生きていく中でも大切な力となります。 

様々なことを経験しながら、刺激的な毎日を過ごしてほしいと思います。 

ぞう組・年少児担任 富高 由依・鮫島悦子 
 

ひよこ組 

うさぎ組 

新年度が始まりました。 

初日「おはよ～」とニコニコで部屋に来る子も居れば、お母さんが恋しくて「ママがいい」とちょっと

泣いてしまう子も居ました。その度「ママがよかったね、お迎えこらすよ。一緒に待っとこうね」と声を

かけたり、抱っこしたりおんぶしてみたり関わっているところです。担任が変わった事ではじめは子ども

達も不安な気持ちがあるかと思いますが、お歌を歌ったり、お散歩したり、一緒に給食を食べたり、子ど

も達と早く仲良しになれるよう、楽しい事を沢山していきたいと思います。先日、権現山まで散歩に行っ

てきました。階段をのぼっている時に「楽しいね」と子ども同士で言ったり、桜を見ては「綺麗ね」と喜

んだりと、子ども達の色々なことばを聞くことが出来ました。 

また、今年度初めてのまどか先生のリトミックは歌を楽しんでいるのが良く分かりました。笑顔いっぱ

いで口を大きく開けて歌うのです。まどか先生がうさぎ組の部屋に入ってこられると「まどか先生、待っ

とったよ～」と言っていた A 君。それだけ楽しみにしていたのだと思い、何だか嬉しくなりました。まど

か先生も笑顔で「ありがとう」とおっしゃっていました。楽しいお歌の時間がこれから始まると思うと、

子ども達も保育士もワクワクします。子ども達は色々な事を吸収する時期ですので、一日一日を大切に過

ごしていきたいと思います。一年間、どうぞよろしくお願いします。 

清水綾子・嶋尾美香穂・本巣香・古瀬朱梨 

年少児 

桜の花も咲き始め、暖かい風が優しく子どもたちを包んでいます。寝返りしたり、這い這いしたり、歩

いたり・・・・。何もかもが初めての 0 歳児さん。ひとつひとつの成長をお家の方と一緒に喜び合いなが

ら、いつもそばで見守ってあげられるようにしていきたいと思います。「三つ子の魂百まで」と言われます。

０歳、１歳代を過ごす大事なひよこ組です。 

子どもたちにもお母さんたちにも安心してもらえる場所になり、信頼してもらえる人（存在）になりたい

と思いますのでどうぞ、よろしくお願い致します。 

濱﨑拡子・西川京子・新居﨑智子 

 

担任からのメッセージです 
 

りす組 

 例年ですと、4月 6日～春の全国交通安全運動が実施されていました。今年は、新天皇の即位等の行事

の為、５月１１日～２０日まで「春の全国交通安全運動」が実施されることになりました。 

 運動の基本テーマは「子どもと高齢者の交通事故防止～事故にあわない、おこさない～」「全ての座席の

シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」です。 

 この“チャイルドシートの正しい着用”は、保育園でもとても気になっています。子ども達に「チャイ

ルドシートをしてきましたか？」と尋ねると、「しとらん」「だってなかもん」という声が返ってきます。

助手席にチャイルドシートなしで乗せていることはありませんか？チャイルドシートをしていて命が助

かったという事が報告されています。チャイルドシートは、命を繋ぐ命綱です。もう一度チャイルドシー

トの正しい取り付けを徹底しましょう。 

保育園でも、交通安全に関する紙芝居を読んだり、新聞記事を紹介したりして、交通安全に関する意識

が高まるように呼び掛けていきます。月に一度は、交通安全訓練も実施しています。身近なルールから分

かりやすく子ども達に伝えて、将来の交通社会人として自立できるようにしていきましょう。周りにいる

大人が良きお手本を示すことも大事なことだと思っています。 

 

新学期が始まって 2週間たとうとしています。 

4 月 1 日のスタートの日、新しいクラスに大きい子たちはロッカーの友だちの名前を見ながら同じクラス

の友だちを確認してはよろこんでいました。ウサギ組から年少に進級した子は何もかもがめずらしそう

で、好奇心いっぱいの表情で過ごしていました。どの子も戸惑いながらも進級したことを喜んで過ごして

いるようでした。入園式も楽しそうでした。お父さんやお母さん方に元気な姿を見せることが出来ました。 

今は新しい環境になれるように縦割りクラスが主になって過ごしています。お参りをしたり、お散歩に

出かけたり、園庭で遊んだり、一緒に給食を食べたりしながら年長は年少のお世話を一生懸命してくれて

います。まるで小さな先生です。年中の子も台ふきをしたり、ほうきをもって掃除を手伝ってくれる姿が

とても頼もしいです。 

しかし、新年度はまだ始まったばかりです。これから不安も出てくるかもしれません。私たちも子ども

一人一人が安心して園生活を送れるように子ども達が発するサインを見逃さないようにし、「保育園は楽

しい」と思ってくれるように、一日も早く子ども達と仲良くなれるように精一杯接していこうと思います。 

一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 らいおん組・年中児担任 中島 敦子・野崎美智子 

年中児 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校が終わってから、お家の代わりに安心して「ただいま」と帰って来られる 

居場所が学童保育です。宿題をしたり、みんなでおいしいおやつを食べたり、本を 

読んでもらったり、そして、思う存分友達と遊べるのが学童のいいところです。 

時には友達とケンカもありますが、相手の痛みを知るきっかけになったり、 

折り合いをつけられるようになるのも学童の成長期には大事なことです。 

 この春休みは新しい 1年生を迎えて、海でよめんさら取り、山ではつわ取り、たんぽぽ笛、草笛遊びを

楽しみ、そしてつわの皮むき、たまねぎの収穫のお手伝い、よもぎクッキー、よもぎまんじゅう作りなど

沢山の体験活動を楽しめました。つわの皮むきで汚してしまった手を保護者の方は「こんな経験をさせて

もらってありがたいです。」と言って下さり、ご理解を示して下ってこちらがありがたく思っています。 

「自分は大切な存在なんだ、自分が大事と思える人は人のことも大事にできる」と、ある新聞記事から学

びました。一人ひとりの心に寄り添いながら、お互いを大事だと思える学童の関係作りを丁寧に築いてい

きたいと思います。 

今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

                     野田明子・赤尾陽子・古瀬朱梨 

富岡児童クラブ 

進級おめでとうございます。新年度がスタートして１０日が経ちました。「年中さん！」 

と呼ばれると「はい！」と返事をして思わず立ってしまう年長さんたちですが、年長になったという喜び

はみんな大きいようです。新年度を迎え、今まで以上児クラスで慣れ親しんでいたとはいえ、縦割りクラ

スが変ったり、今までとは少し環境が変わったことで、心の変化がみられるかもしれません。お家でお気

づきのことがありましたらなんでもお知らせ下さい。 

今年は、年少さんが 15 名と新しい環境に慣れるまでには、大変だろうと予想していましたが、子どもた

ちは、それほど戸惑うことなく、スムーズにスタートすることができました。さて 4 月は、年少、年中、

年長の縦割りクラスぞう組、らいおん組で保育を行います。 

子どもたちがお互いに刺激し合い、子ども達のよりよい発達を助けていけるように、一生懸命心かけて保

育をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

随分と浸透してきた朝の挨拶、年中さん年長さんもずいぶんと身につき朝から子ども達のげんきな「お

はようございます」の声が響いています。 

早速子ども達と 4・５月のお約束を考えました。 

 

 

 

 

 

 

お家でも声をかけ、できた時はいっぱいほめてあげてください。 

又、３歳児以上児クラスになると、お昼寝の時間は保育の打ち合わせや行事等で 

毎日連絡帳をかけません。記入がなかった時は、元気に過ごしたと思って下さい。 

ぞう組・年長児担任 吉田 貴子 

 

年長児 

歓迎遠足についてお知らせ  ４月１３日（土） 

 
子ども達が楽しみにしている年に一度の親子遠足が１３日土曜日に行われます。 

今のところ週間天気予報では、土曜日、晴れとくもりになっています。予定通りビジター

センターまでいけますようにと願っています。 

雨天の場合は、富岡小学校をお借りしてレクレーションや等を計画しています。その場

合は、富岡小学校の体育館前は、駐車場が限られておりますので、保育園の駐車場をご利

用ください。もし、当日朝が怪しいお天気の場合は、会場をどこにするかは、午前８；３

０頃に一斉メールでお知らせします。まだメールの登録をされておられない方は、それま

でに登録をお済ませください。 

日程については、今一度遠足のお手紙でご確認ください。 

 

雨天の場合は、午前１０時体育館集合です。 

 

・お休みされる場合は、保育園までお知らせください。 

・送迎バスはありません。 

３５－１６７７ 

１０連休中のホリデー保育について 

 
新天皇の即位をお祝いするため、今年に限って４月２７日～５月６日まで 10 連休になります。 

富岡保育園では、先日、連休中もお仕事の方を対象にホリデー保育参加の申し込みをとりました。

このときは、「まだ勤務がわからないので一応申し込みます」とおっしゃる方もありました。勤務が

はっきり決まり、お休みできる方は、お知らせください。 

 尚、２７日（土）は、平常通りの保育で給食があります。２８日から５月６日までのホリデー保

育中は、お弁当になります。（離乳食は園で準備します。）保育時間は、午前８時から午後５時まで

です。今年度から学童さんは、ホリデー保育は利用できなくなりました。ご了承ください。 

 

天気になあれ！！ 

１ 朝から「おはようございます」と元気な挨拶をしましょう。 

２ 玄関でお家の人に「いってきます」をして自分でお部屋に行きましょう。 

３ 自分の荷物は、自分で持ちましょう 

年長さんの保護者の方へ 
年長さんは、保育園の代表として様々なイベントに出演する機会があります。早速、4月 16 日(火)

苓北町合同戦没者追悼式に合唱で出演します。 

 

会場：コミセン体育館 

演目：くつがなる・なんまんだぶつのこもりうた・ジグザグおさんぽ 

服装：園指定の体操服と白の靴下です。体操服の上に、儀式用のケープを着用します。 

 

先日スイミングの準備でもお知らせしましたが、当日朝、忘れて慌てないように前日に持って来

ていただくことにしました。それで、15日(月)に、各自、名前の書いてあるビニール袋に体操服と

靴下を入れて持たせてください。 

 翌日は、岡田先生の運動遊びがありますので、それまで園でお預かりします。 


